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研究成果の概要（和文）：教員志望学生のカリキュラム開発力量について考察するため、現職教員5名（小学校3名・中
学校2名）に対してこれまでのカリキュラム開発に関するインタビュー調査を実施した。その結果、「地域を基盤とし
た活動」「新たに直面した状況からの実践の創造」が共通に確認された。
これらの内容を踏まえて、2013・2014年度に「カリキュラム開発プロジェクト」を立ち上げ、「松江市の教材化」「タ
ブレット端末を用いた新たな実践の創造」に取り組んだ（両年度とも４名）。本プロジェクトを通して、いずれの学生
もカリキュラム開発力量の向上につながったことが確認された。
これらの取り組みを基にワークブックを執筆・完成させた。

研究成果の概要（英文）：Considering the capacity for curriculum development, interviews for five teachers 
(three elementary and two junior high school teachers) were conducted.The Results showed that all 
participants wished to relate the curriculum to the school environment and local characteristics. 
Teachers who worked in public schools had to be transferred every few years and, therefore they gained 
learning opportunities when they made a new effort at new school.
Based on these results, "curriculum development project" was launched in 2013 and 2014 school year. Four 
preservice teachers in each year participated in the project. They tried to design the integrated 
learning in Matsue city (location-based activities) and create lesson plans to use tablet devices 
(challenging a new situation). In this project, their capacities for curriculum development were 
increased.
In reflection of the project, "The workbook to cultivate preservice teachers' capacity for curriculum 
development" completed.

研究分野： 教師教育

キーワード： カリキュラム開発　教員志望学生　力量形成　教育課程論　総合的な学習の時間　PBL

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
カリキュラム開発とは，（1）目的の分析に

基づき，（2）プログラムやイベントをデザイ
ンし，（3）関連する一連の活動を実施し，（4）
これらのプロセスを評価する，という総合的
な営みである（Wiles and Bondi 2014）．目
指すべき目的に基づき，それに必要とされる
活動と評価をデザインする創造的な営みが
カリキュラム開発である． 
日本においては，個々の教師が主体的判断

に基づき，カリキュラムを創造することに関
心が向けられず，実践としても重視されてこ
なかった．その背景として，各教科等の目
標・内容が学習指導要領に規定されており，
授業では，学習指導要領に準拠した教科書の
使用が義務づけられていることが挙げられ
る．すなわち，学習指導要領・教科書中心の
授業スタイルが，個々の教師の主体的判断に
基づくカリキュラム創造の意欲を弱めるこ
とにつながってきたのである（天野 1999）．
それゆえ，村川（2005）が指摘する通り，一
部の学校を除いて，カリキュラムを各学校に
おいて，「つくり，動かし，変える」という
発想さえ希薄であった． 
しかし，総合的な学習の時間の導入や各教

科における情報教育・ICT活用の推進により，
それぞれの教師がカリキュラム開発を担わ
ねばならない状況が到来している．中央教育
審議会（2005）の『初等中等教育における当
面の教育課程及び指導の充実・改善方策につ
いて（答申）』においても，「校長や教員等が
学習指導要領や教育課程についての理解を
深め，教育課程の開発や経営（カリキュラ
ム・マネジメント）に関する能力を養うこと
が極めて重要である」と指摘されるようにな
った． 
このような動向の中で，将来教師になる教

員志望学生も，カリキュラム開発に関する力
量形成が求められる．しかし，教員養成段階
においては，教員志望学生がカリキュラム開
発に触れる機会すら十分保障されていない．
「教育課程の意義及び編成の方法」の講義
（教育課程論，カリキュラム論等），大学や
教育実習における模擬授業や授業実践はカ
リキュラム開発の一端を担うとは言え，それ
を主眼に置いたものとは言えない． 
 
２．研究の目的 
 
 以上のことから，教員養成段階において，
教員志望学生のカリキュラム開発に関する
力量形成の機会を保障していくことが求め
られている．そこで，本研究は，教員志望学
生のカリキュラム開発力量に資するワーク
ブックの開発に着手し，その公開・普及を目
的とする． 
 
３．研究の方法 
 

 本研究の目的を達成するため，以下に示す
５つの研究方法に取り組んだ． 
 
（1）教員養成段階においてカリキュラム開
発の一端を担う「教育課程の意義及び編成の
方法」の講義の実態を調査するため，Web 上
に公開されているシラバスを収集し，テキス
ト分析で講義内容やテーマの傾向性を把握
する． 
 
（2）カリキュラム研究に携わっており，「教
育課程の意義及び編成の方法」の講義を担当
している大学教員に対して，講義で目指す方
向性と講義全体のデザインについてインタ
ビュー調査を実施する．合わせて，教員養成
段階で教員志望学生に求められるカリキュ
ラム開発力量とその力量形成に関する手立
てについても聞き取りを行う． 
 
（3）現職教員に対してインタビュー調査を
実施し，教職経験を通して，カリキュラム開
発力量をどのような場面でいかに形成して
きたかを明らかにしていく． 
 
（4）（2）と（3）の内容と先行研究に基づい
て，カリキュラム開発力量を評価する観点を
設定する．その内容を具現化する「カリキュ
ラム開発プロジェクト」を構想し，実践する．
「カリキュラム開発プロジェクト」に参加し
た教員志望学生に対して事前・事後の調査を
行い，カリキュラム開発力量の形成について
明らかにしていく． 
 
（5）これらの成果を踏まえて，ワークブッ
ク『カリキュラム開発力量を高めるために―
教員志望学生向けワークブック―』を執筆す
る． 
 
４．研究成果 
 
 本研究の成果としては，以下の５点が挙げ
られる． 
 
（1）「教育課程の意義及び編成の方法」に関
するシラバス調査の結果，「学習指導・教科
の構造」，「教育課程の編成原理」，「学習指導
要領の変遷」，「学校現場に関すること（教
師・授業・事例など）」，「基礎知識」「今日的
課題」に整理できた．「学校現場に関するこ
と」も扱われているが，「基礎知識」「教育課
程の編成原理」「学習指導・教科の構造」「学
習指導要領の変遷」と概念的なものが中心と
なっていた．これらの内容については，「教
育課程論」に関するテキストとして編纂され
ているものとほぼ重なる内容である． 
 
（2）大学教員２名（ベテラン A・若手 B）
に対するインタビュー調査の結果，講義を通
して教員志望学生自身の被教育体験に対し
て理論的・法的裏付けを確認するなど，「学



問的理解」をいずれの教員も重視していた．
それに対して，いずれの教員もカリキュラム
開発に関する内容については，教員志望学生
に対する指導することの難しさを語ってい
た（A：「カリキュラムは，実践的・創造的営
みであるというカリキュラムマインドをも
つことは難しい」，B：「実感が伴わない（中
略）自分の姿とつながらない」）． 
仮に，教員養成段階でカリキュラム開発に

関する力量を形成する機会を設けるとすれ
ば何が必要かとの問いから，具体的な実践や
教材を揃えること（A），学校現場での教員の
取り組みを中期的に参観しながら関わって
いくことの重要性（B）が確認された． 

 
（3）現職教員（小学校３名、中学校２名）
に対するインタビュー調査の結果，地域に足
を運ぶこと，地域に関する様々な情報を収集
すること，それを活かしたカリキュラム開発
を行うといった実践である．例えば，ある小
学校教師は，理科や総合的な学習の時間にお
いて，地域に出かける活動を企画し，公民館
とタイアップして実践を展開した経験を語
っていた． 
もう１点共通して確認できたのは，赴任校

の実態や教育課題に対応する必要性からカ
リキュラム開発に取り組んでいたことであ
る．例えば，ある中学校教師は，総合的な学
習の時間を自らが企画・運営する機会を得た．
中学校３年間のデザインを「地域・社会・未
来」という枠組みを新たに設定し，生徒と地
域や他者とをつなげる実践に取り組んだ． 
つまり，「地域を基盤とした活動」「新たに

直面した状況からの実践の創造」がカリキュ
ラム開発力量の契機となっていたと言える． 
 
（4）（2）と（3）の内容を踏まえて，15 項
目のカリキュラム開発力量に関する評価観
点を導き出した（カリキュラム開発の理解，
地域を教材化するための情報収集，学校全体
をイメージしたデザインなど）． 
 そして，2013 年度・2014 年度に「カリキ
ュラム開発プロジェクト」を立ち上げ，いず
れの年度も４名の学生がプロジェクトに参
加した（2013 年度：2013 年 12 月～2014 年
３月，2014 年度：2014 年７月～2015 年３月
＜８月～11 月までは夏季休業並びに教育実
習のため休止＞）．プロジェクトの内容とし
ては，「松江市の教材化」（地域を基盤とした
活動），「タブレット端末を用いた新たな実践
の開発」（新たに直面した状況からの実践の
創造）を設定した．前者については，ある仮
想の学校における４年間トータルの総合的
な学習の時間に関する地域を基盤にしたカ
リキュラム開発を行うものであった．後者に
ついては，2013 年度については前者との一
貫性がなかったが，2014 年度については，
前者で設定したプランの一部でタブレット
端末を活用した実践例を構想させた． 
 2013 年度・2014 年度の「カリキュラム開

発プロジェクト」を通して，８名全員がカリ
キュラム開発力量に関する評価観点のうち
かなりの部分で上昇が認められた．それゆえ，
本プロジェクトを通して教員志望学生のカ
リキュラム開発力量の向上につながること
が確認された． 
 
（5）（4）から本研究で取り組んだ「カリキ
ュラム開発プロジェクト」の内容が教員志望
学生のカリキュラム開発力量の向上に資す
ることが確認されたことから，その内容に基
づいてワークブックを執筆した． 
ワークブックの内容として，カリキュラム

開発が求められる背景を概説した上で，現職
教員のカリキュラム開発に携わった経験も
参照しながら，「地域を基盤とした活動」「新
たに直面した状況からの実践の創造」を踏ま
えたワークを盛り込んだ． 
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